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1) A病院の実務経験の 3年以上ある 6人の
日勤ナースに各半日間同伴し，参加観察法を用
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表 1 関係をつくりやすい患者と関係をつ〈り 難い患者の発言範晴 とその比較
関係をつ〈りやすい患者 関係をつくり難い．患者
発 言 の範科
ナースの発言回数 合 計 割合（ ％） ナースの発言回数 合計 割合（％）
1場面構成 4 2 
リと 2話題の選択と展l#lの強制 12 6 lる
ドも
67 26 4 64 34 6 
をの
3直接的質問 46 56 
4非指示的リード 5 
゜5簡単な受容 55 10 
非的




闘 8．解釈 25 25 9.8 22 22 1 7 
9是認と激励 1 1 
10情報の提供 33 1 
指
ホ 11行動の提示 7 27 
悶 66 26 0 63 34 1 12．説得 3 4 
術
13．否認およぴ批評 10 5 
14．再保証 2 5 
15場面の終結 1 
゜周辺 16．関係の終結 7 
゜的 12 4 7 4 2 2 技 17社会的会話 2 2 
術
18分類できないも の 2 2 
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